

























































イデンティティ）である。この「アイデンティティ」という概念は，Identity and the life 
cycle の中でフロイト派の社会心理学者，ErikErikson によって初めて使われた（Erikson，
1959/1973）。日本語訳は「同一性」或いは「存在証明」と訳されている。上野（2005）に
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